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易」と呼ばれている。16 世紀後半から 17 世紀前
半は、食糧危機と森林資源の枯渇という二つの危
機から、バルト海地方が重要な地位を占め始めて
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なくド・フレーフ de Greeff 、その子ランベルト
は「ホラント州のペンショナリ」ではなく、ロッ
テルダム市の法律顧問 Pensionaris(1)（1736-45 年）
である。なお、彼の洗礼日は 1696 年 11 月 18 日






































































































































































































1977 年ではなく 1997 年である。
(3) Oscar Gelderblom and Joost Jonker, ‘With a view 
to hold: The emergence of institutional investors on the 
Amsterdam securities market during the seventeenth and 
eighteenth centuries’,  in Jeremy Atack and Larry Neal 
(eds.), The Origins and Development of Financial Markets 
and Institutions: From the Seventeenth Century to the 










































































































































































































































































































































































































































第 1 章　「社会」の発見と 20 世紀アメリカ国民秩
　　　　序―社会的な平等、社会的な民主主義


















第 9 章　シカゴ人種暴動とゾーン都市―「分け 
　　　　る」統治へ
第 10 章　20 世紀国民秩序の形成―「出身国」 
　　　　とカラーライン
終章　現代史としての 20 世紀アメリカ国民秩序
全 3 部 10 章と序章、終章の構成である。著者
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（第 1 章～第 3 章）、第 2 部「コミュニティ形成と
輪郭」（第 4 章～第 7 章）、第 3 部「人種、地域、
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本書全体は、序章、第 1 部「人とモノ」、第 2 部「思
想と表象」で構成されている。第 1 部は全 4 章
から成っており、その後にケーススタディとし
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章と第 8 章では、19 世紀に書かれた原作で見ら
れたインドやアフリカに対する偏りが、アニメ作
245書評
品ではほとんど見られないことを指摘している。
それは一体なぜなのか。第 8 章はこの理由を交通
手段や情報伝達手段の発達に求めているが、「お
わりに」でも言われていたように、情報の入手が
容易になればイメージの偏りが自然に修正される
わけではない。なぜこれを積極的に修正しようと
いう気運が生まれたのか。これらの点について、
現代のアニメ作品そのものを題材にきちんと論じ
るべきではなかったか。
アニメ作品の表象に潜む偏見を指摘し論じるの
は、歴史研究者の役割を越えているようにも思わ
れるかもしれない。だが、大抵の場合、偏見には
歴史的な背景がある。これを克服することは歴史
学の役割の一つであり、日本の学生が日本史だけ
でなく世界史を学ぶ意義なのではないか。だとす
れば、現代に存在する偏見を指摘し、その歴史的
経緯を明らかにすることは、まさに歴史家の役目
だろう。また、本書は世界史を学ぶ受験生も読者
として想定している。彼ら／彼女らが、本書で論
じられる問題を自分たち自身のものとして受け止
められるよう、直接現代につながる形で偏見の問
題を語る部分が欲しかった。
以上、本稿では、本書の内容とその趣旨につい
てまとめると共に、それらに対する評者の意見を
述べた。いくつか問題と思われることも挙げたが、
本書が世界史の入門書として大きな魅力を持ち、
多くの人を惹きつけるものだということは疑いよ
うがない。「あとがき」の中で、本書は「パブリッ
ク・ヒストリ」の一つの形とされていた。このよ
うに、学問の成果を研究者以外の人々とも共有す
る試みは、大学での学問の意味が問い直される現
在、ますます重要となっていくことが予想される。
本書で明らかにされたように、世界史はアニメ
のような日常的に接するものにも隠れている。世
界史は現代と関係のない遠い昔の物語ではなく、
本当は、アニメのように身近にあふれ、当たり前
の存在なのだ。歴史学に直接関わる人も、そうで
ない人も、多くの人が本書を手に取り、世界史を
身近に感じるきっかけとなるよう、心より願って
いる。
（森下瑶子）
